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岩手東芝エレクトロニクス株式会社

取締役社長

ごあいさつ
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　日頃は、岩手東芝エレクトロニクスの活動にご理解・ご支援をいただき

まことにありがとうございます。

　２００８年度の環境活動についてまとめた環境報告書を発行するにあた

り、皆様に一言ごあいさつを申し上げます。

　当社は半導体を製造する工場であり、その製品は、液晶テレビ、携帯電

話、自動車をはじめ、さまざまな分野で使用されておりますが、その製造

過程で多くのエネルギー等を使用するため、環境負荷を最小限に抑えるよ

う、日頃より鋭意努力しております。

　私たちは、東芝グループの一員として、環境への取り組みが人類共通の

最重要課題のひとつであることを認識し、環境にやさしい半導体製品の提

供を通じて社会に貢献することを目指しています。

　環境方針にもありますように、岩手県が掲げる「環境首都いわて」の実

現に貢献することを目指すとともに、ボランティア活動、環境報告会等を

通じて、これからも地域の皆様からの信用、信頼を得ながら豊かな環境を

守っていくよう努めていく所存でありますので、当社の環境活動にご理解

いただきますようお願いいたします。

　本報告書により、皆様とのコミュニケーションがより一層深められたら

幸いです。

★地域の皆様に信頼される工場を目指します★



製品の紹介
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自動車関連

　当社は、液晶駆動用の半導体の他、イメージセンサ、マイコンなど、約２０００
品種の半導体製品を生産しています。

当社の半導体製品の用途当社の半導体製品の用途

　当社の半導体は、液晶モニタをはじめ、携帯電話のカメラ、スキャナー、自動車、
冷蔵庫など様々な製品に使用されています。
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　使用する製品に合

わせて色々な形のパッ

ケージがあります。

当社の半導体製品の種類当社の半導体製品の種類



会社概況会社概況

設 立

取 締 役 社 長

所 在 地

敷 地 面 積

建 屋 面 積

従 業 員 数

生 産 品 目

１９７３年１月

高須　信賢

岩手県北上市北工業団地６番６号

３０５,２４０㎡

５９,５２１㎡

１,８５０名（２００９年４月現在）

システムＬＳＩ

環境活動のあゆみ環境活動のあゆみ

１９７３年　１月

１９８４年　９月

１９８５年　９月

１９８６年１０月

１９８９年　１月

　　　　　　２月

１９９２年　６月

１９９３年１０月

１９９４年　１月

１９９６年　２月

１９９７年　５月

　　　　　　９月

１９９８年１０月

２０００年　６月

　　　　　１０月

　　　　　１０月

２００２年　４月

２００３年　９月

２００４年１１月

２００５年１１月

２００６年　９月

　　　　　１０月

２００７年　７月

　　　　　　８月

　　　　　　８月

２００８年　９月

会社設立

クリーンルーム第１棟完成

北上市と公害防止協定締結（全国で初めて）

４省庁合同半導体産業環境実態調査を受ける

環境管理組織設置

クリーンルーム第２棟完成

全従業員に環境ハンドブックを配布し、環境教育開始

廃プラスチックをセメント工場と協力しリサイクル開始

塩素系有機溶剤を全廃

排水汚泥をセメント工場でリサイクル開始

クリーンルーム第３棟完成

ＩＳＯ１４００１外部認証取得

土壌に関する環境総点検実施（問題なし）

廃棄物ゼロエミッション達成

ＰＲＴＲ化学物質管理システムの構築

ＩＳＯ１４００１更新審査（第１回目）

地球温暖化ガス排出量の削減取り組み開始

ＩＳＯ１４００１更新審査（第２回目）

環境報告書第１版発行

環境報告書第２版発行

ＩＳＯ１４００１更新審査（第３回目）

環境報告書第３版発行

ＩＳＯ１４００１東芝　セミコンダクター社統合認証

更新審査（第１回目）

環境報告書第４版発行

ＣＯ２排出量削減として、燃料を重油から液化天然ガスへ転換

環境報告書第５版発行

会社概況と環境活動のあゆみ
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－　理　念　－

　東芝　セミコンダクター社グループは、東芝グループの理念である「“かけがえのな

い地球環境”を、健全な状態で次世代に引き継いでいくことは、現存する人間の基本的

責務」との認識に立って、東芝グループ環境ビジョンのもと、豊かな価値の創造と地球

との共生を図ることで持続可能な社会へ貢献します。

－　方　針　－

　岩手東芝エレクトロニクスは、東芝　セミコンダクター社グループ環境方針に基づき、

北上山系と北上川の豊かな自然に恵まれたこの地で、半導体製品の生産拠点として岩手

県が掲げる「環境首都いわて」の実現に貢献することを目指します。また、環境への取

り組みを経営の最重要課題およびＣＳＲ活動（企業の社会的責任）の一つと位置づけて

積極的に行い、調達、製造、サービス、廃棄などの事業プロセスにおいて環境配慮型の

活動を実践し、環境にやさしい半導体製品の提供を通じて社会に貢献することを目指し

ます。

１．倫理観（コンプライアンス）と継続性（サステナビリティー）

　１）コンプライアンスの徹底を図るため、当社の環境側面に適用可能な法的及びその

　　　他の要求事項を遵守します。

　２）環境活動レベルの向上を図るため、監査の実施や活動のレビューにより環境マネ

　　　ジメントシステムの継続的な改善を図ります。

２．実　行（エクセキューション）

　　企業活動の実行においては、全ての事業プロセスにおける環境側面について環境影

　響を評価し、環境負荷の低減、汚染の予防などに関する環境目的および目標を設定し

　て、技術的、経済的に可能な範囲で積極的な環境施策を展開します。

　１）動力供給及び製造設備を中心とした省エネルギー施策の推進、温室効果ガスの排

　　　出を抑制し、地球温暖化防止に取り組みます。

　２）東芝グリーン調達への協力依頼と、顧客要求事項に配慮した資材の調達を行いま

　　　す。

　３）循環型社会構築のために、生産性の向上、廃棄物の総排出量削減に向けた３Ｒ活

　　　動の積極的実施、水資源の受入量削減施策により、資源の有効活用を推進します。

　４）新生産プロセス導入に取り組み、環境関連物質の削減による製品への環境配慮を

　　　図ります。

　５）化学物質の適正管理と排出量の削減施策を推進します。

　６）環境報告書の継続的発行等により情報を開示し、地域社会との協調連帯、コミュ

　　　ニケ－ションを図ります。

　７）岩手県・北上市の環境関連行事への参画、市内清掃ボランティア活動、見学の受

　　　入れ等を通じて地域への積極的な貢献を行います。

　８）構内常駐会社等を含む全ての従業員の環境意識を高め、また協力会社等への指導・

　　　支援を行い、グループ一体となった環境活動を全員で実行します。

　　この環境方針は、社内外に開示するとともに本組織で働く全ての人々に方針を周知

　　し､方針に沿った企業活動を推進します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００９年４月１日

　　　岩手東芝エレクトロニクス株式会社 　　取締役社長
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　岩手県が掲げる「環境首都いわて」の実現に貢献することを目指します。

環境マネジメント

２００９年度２００９年度 環境方針環境方針



環境マネジメントシステム環境マネジメントシステム

　当社は、環境方針を基に行動基準を定め、計画・目標については可能な限り数
値化して環境負荷の低減に向けて取り組んでいます。計画の立案、実施及び運用
について点検し、不具合事項は見直しを図り、システムの改善を継続的に行って
います。

環境体制環境体制

　当社は、環境活動を有効に推進するため、下図の環境体制を構築し、各自の責
任および権限を明確に定めています。
　(株)東芝 セミコンダクター社におけるＩＳＯ１４００１;２００４の統合化に
より、環境経営責任者（(株)東芝セミコンダクター社 社長)の環境経営方針のも
と、他工場との連携も強化しながら環境活動に取り組んでいます。

内部環境監査員

工務・環境担当グループ長省エネルギー委員会

部門環境会議
　・取 引 先
　・協力会社

環境保全責任者
社　　長

環境保全副責任者
生産企画部長

部門環境保全責任者
各部門長

構内常駐会社
環境保全責任者

地球環境会議

セミコンダクター社

環境経営責任者
環境推進責任者

生産企画部長
（資材担当グループ長）

セミコンダクター社地球環境会議
セミコンダクター社内部環境監査員

セミコンダクター社
環境推進副責任者：環境企画推進部長　 他事業場

各種プロジェクト

公害防止管理者

職場環境推進委員会

専門部会

≪岩手東芝エレクトロニクス≫

環境マネジメント
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１章　全般的事項

２章　環境方針

３章　計画４章　実施・運用

５章　点検

６章　マネジメントレビュー

継続的改善
　定めた環境方針は、必
ず実施計画を立てて、実
施・運用を点検し、経営
者が確認を行います。



２００８年度環境目的・目標の実績２００８年度環境目的・目標の実績

　２００８年度は、環境目標として１３項目に
ついて取り組み、全て計画を達成しました。　

８

地域

コミュニケーション

削減エネルギー
（t-CO2/年）

化学物質排出量
（t/年）

地球温暖化ガス排出量
（GWP千t/年）

　　　△７,５２１.２

　　　　７０.８

　　　　４５.１　

△１,４３５.０以上

９４.１以下

５５.０以下

524.1％524.1％

75.2％75.2％

82.0％82.0％

排出物の総量抑制
（t/年）

４,５５５.０以下 　　　３,３９７.７74.6％74.6％

用水受入量削減
（千m3/年）

４,６５２.０以下 　　　３,９０５.０83.9％83.9％

３,２００.０以下 　　　２,２１６.９
排水処理汚泥排出量
（t/年）

69.3％69.3％

廃棄物最終処分率
（％） 　　　　０.０２０.０４以下 計画内計画内

項目 実績　　　結果計画 vs.vs.計画計画

全員参加による環境
活動の展開、広報活動
の推進

・各月間行事
　計画通り実施
・「かんきょう」新聞
　月１回　定期発行

各種月間行事の実施
広報誌の発行

エコファミリ－の
登録拡大による啓蒙

対象者への登録啓蒙
　登録の呼び掛けを
　継続実施

地域への積極的参加
貢献

清掃ボランティア実施
　（９月）

清掃ボランティア活動

主要協力会社の
指導支援等

　対象１０社視察完了廃棄物処理業者視察

対象１０７社周知完了
資材取引に関する
環境配慮

　環境報告書発行
　（９月）

取引先に対する
周知協力依頼

環境報告書作成

実　

施　

計　

画

Environmental Report 2009

環境マネジメント
　２００９年度
も引き続き取り
組みを継続し環
境負荷低減に向
けて更なる活動
をしていきます。

○：達成 ×：未達

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○



環境負荷環境負荷

　当工場の環境負荷について、投入量と排出量に分けると下表のようになります。
　半導体工場は、多くのエネルギー、水を必要とします。　
　今後も環境負荷を低減させるよう活動を継続していきます。

エネルギー

電力

ＬＮＧ

重油

２７１,９７０ＭＷＨ／年

６.６９Ｋｔ／年

０ＫＬ

水
市水

工業用水

１.２２Ｋｍ３／年

３,９０４Ｋｍ３／年

投入材料 薬品・ガス等
薬品･ガス ４,６５５ｔ／年

シリコンウエーハ ３８ｔ／年

大気 温室効果ガス

ＣＯ２(ｴﾈﾙｷﾞｰ起源)

７０．８Ｋｔ－ＣＯ２／年

１１８．２Ｋｔ－ＣＯ２／年

排水 工場排水 ３,４３８Ｋｍ３／年

廃棄物
総排出量

埋立最終処分量／率

３,３９８ｔ／年

０.６４ｔ／０.０２％

　東芝グループでは環境経営を「利潤の追求を目的とする企業経営において、地
球環境の有限性を認識し、環境を経営に予め組入れること」と定義しています。
　環境会計は、この企業経営を支え、意思決定に反映させるツール（道具）とし
て重要な意味を持っています。
　２００８年度の環境保全投資コストは合計で６.２億円となり､環境負荷削減効
果は５.２億円となりました。

◆環境保全投資コスト推移

0

5

10

15

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

億円/年
大気・水質保全などのためのコスト
資源有効活用・廃棄物減量のためのコスト
温暖化防止などのためのコスト
ISO14001運用・環境教育コスト

化学物質 ４５．１t／年

持続可能な社会のために

環境会計環境会計

排出
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　可能な範囲
で積極的に環
境投資を行っ
ています。

投入

　２００７年度より、
ボイラー燃料を重油
から液化天然ガス
(LNG)に転換し大幅な
ＣＯ２排出量を削減し
ました。

水や電気の削減効果
　　０.６億円

大気や水質の環境負荷
削減効果
　　４.６億円

◆環境負荷削減効果



環境監査環境監査

　当社では、環境マネジメントシステムの有効性と効率性を維持するため、各種環
境監査を実施しています。また、近年では、法令遵守を確実に行うための仕組みづ
くりが求めれており、環境監査における重要なポイントになっています。
　主な監査としては、東芝グループ内の｢東芝総合環境監査｣(略称；ＥＡＳＴＥＲ)、
｢ＩＳＯ１４００１外部認証監査｣があります。

東芝総合環境監査(ＥＡＳＴＥＲ)監査 ＩＳＯ１４００１外部認証監査

緊急事態対応訓練緊急事態対応訓練

　環境への影響を低減するため、リスクの高い施設、作業に対し、想定される緊急
事態を特定し、その対処方法について標準化を行っています。
　また、実際に環境への影響を与えるような事態が発生しても速やかに対応できる
よう、緊急事態対応訓練を定期的に実施しています。

緊急事態対応訓練 緊急事態対応訓練

持続可能な社会のために
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　監査の結果につ
いては、不具合事
項の是正とシステ
ム見直しを行ない、
継続的な改善を行
ないます。

　訓練には、廃棄
物収集運搬等の業
者の方々にも参加
いただき、対応手
順の確認、改善事
項の確認を行いま
す。



地球温暖化防止地球温暖化防止

　地球温暖化問題は、当社の最も重要な環境課題の一つです。
　当社は地球温暖化防止のため、省エネルギーの推進やＣＯ２など温室効果ガスの
排出削減活動に取り組んでいます。
　２００８年度は生産数の落込みにより排出量は減少しましたが、今後事業拡大
によりエネルギー使用量増加が見込まれます。省エネルギー対策に最大限取り組
むとともに、製造工程で使用される温室効果ガスの分解除害装置を設置する施策
等により当該ガス排出量を削減する取り組みを進めていきます。

　使用エネルギーの削減は、温暖化ガス排出削減の施策の一つとして取り組んで
おり、見込み年間使用エネルギー量の１％削減を目指しています。
　２００８年度は、生産計画に対応した設備の計画停止、空調設備のエネルギー
ロス改善等を実施し、７,５２１ｔ－ＣＯ２に相当するエネルギーを削減しました。
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　ＣＯ２排出量は
２００７年度と比
較して２％減少し
ました。

　毎年計画以上の
エネルギー削減を
実施しています。

１１Environmental Report 2009



化学物質管理化学物質管理

　化学物質は、今や企業の生産活動になくてはならない有用なものですが、不適
切な管理を行うと、深刻な環境汚染となる事故が発生し、生態系や人の健康に影
響を及ぼす恐れがあります。東芝グループでは「東芝グリーン調達ガイドライン」
を定め、法規制は元より、業界全体で削減しようとしている化学物質も網羅し運
用しております。
　当社の使用化学物質に対する考え方は、当ガイドラインと連動し
　１．グリーン調達で制限されている物質は使用しない。
　２．調達管理物質は、可能な限り代替化や削減に努める。
　３．調達管理物質を使用する場合は、適切に管理し適正処理する。
としています。　　
　使用量は事業の拡大とともに増加傾向にありますが、 ２００８年度は生産数の
落込みにより減少しました。

ＰＲＴＲ （特定化学物質の排出・移動量）

事業活動での環境配慮
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　特定の化学物質
は、グラフのよう
に排出・移動量を
管理し、毎年行政
に届出・報告をし
ています。
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　薬品は、主に製造工程で
使用しています。
　新規で使用する薬品は、
使用禁止物質等が含まれな
いことを確認し、承認がな
いと購入出来ない仕組みに
なっています。



廃棄物総排出量廃棄物総排出量

　２００８年度は生産数の落込みにより排出量が減少しましたが、今後事業拡大に
より廃棄物排出量の増加が考えられます。排出量抑制のため、薬品、部材等の使用
量適正化および工程削減などさまざまな活動施策の継続的実施に取り組みます。

　廃棄物の最終処分率は２０００年６月に東芝グループ目標である１％以下を達成
しその後もリサイクルの質的向上に積極的に取り組み、廃棄物ゼロエミッションを
継続しています。
　２００８年度は総排出量３,３９８ｔ/年のうち、最終処分埋立て量は０.６ｔ/年
となり最終処分率は０.０２％となりました。
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　廃棄物の中では、工
場排水を処理する過程
で発生する汚泥が大半
を占めていますが、セ
メントの原材料として
有効活用されています。

　現在焼却埋め立て
しているのは、お茶
殻、タバコ吸殻、ト
イレゴミなどです。

最終処分率最終処分率



事業活動での環境配慮

水資源受入れ量水資源受入れ量

　製造装置、動力設備の使用量適正化および工程削減などの施策を行い水資源の受
入れ量の削減を行っています。
　２００６年度に新クリーンルームが稼動を始め、投入量は増加傾向にありました
が２００８年度は生産数の落込みにより受入れ量も減少しました。

　製造工程から排出される排水の再利用等、水資源投入量の削減施策を行い、排
出量抑制を行っています。
　２００６年度に新クリーンルームが稼動を始め、排出量は増加傾向にありまし
たが２００８年度は生産数の落込みにより排水量も減少しました。
　今後も排水の再利用等の施策を継続的に実施し、排出量抑制に取り組みます。
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　製造工程ではウエ－ハ
洗浄用にたくさんの純水
を使います。
　工業用水がほとんどを
占め、市水はほんのわず
かです。

　製造工程の排水は、適
正に処理をして公共下水
道に放流します。
　定期的に水質検査を行っ
ています。

排水量排水量



グリーン調達の推進状況グリーン調達の推進状況

　製品をお客様に安心してお使いいただくため、製品製造に使用される部品材料
に有害な物質が含まれていないか事前に評価しています。また、[セミコン社]グ
リーン調達ガイドラインにより、鉛・カドミウム・水銀・6価クロム・ポリ臭化
ビフェニル・ポリ臭化ジフェニルエーテルの６つの有害物質が含まれていないこ
とを証明する化学的分析データを部品材料取引き先より取寄せ、源流管理を実施
することにより有害物質の市場拡散を防止しています。

[セミコン社]グリーン調達ガイド

ラインにおいて必要とするデータ等

１．環境管理物質非含有証明書

２．化学的分析データ

３．製品安全データシート

　（性状、取扱い注意事項、

　　該当法令が記載されている）

４．環境品質管理システム構築調査表

物流Ｃ０物流Ｃ０２２削減削減

　半導体製品の一つ一つは軽量で輸送にかかる負荷は大きいものではありません
が納品のスピードが要求されます。また、納品の頻度が多いため、製品輸送にお
いて環境への配慮が必要です。
　物流会社にて、輸送ルートの統合化による改善を図り､物流におけるＣＯ２排出
量の削減を図っています。昨年度は生産数の減少もあり､７.２％減少しました。
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　当社製品に有害
物質が含まれてい
ないことを示すた
め、製品を破砕し
化学分析等を行っ
ています。

　物流会社では、
より効率的な輸送
を図るべく、継続
的に検討を行って
います。

事前評価件数／年



水質の管理水質の管理

事業活動での環境配慮
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　工場で使用された水は、排水処理施設で適正に処理され特定公共下水道へ放流さ
れます。放流される排水は計測器により常時モニタリングされ、２４時間体制で運
転管理をしています。また、生活排水、雨水排水についても、定期的に測定を実施
し、水質に異常のないことを確認しています。

大気の管理大気の管理

　当社は、ばい煙発生施設として水管式ボイラーを４基保有しています。ボイラー
から排出される排ガスはばい塵（ダスト）、硫黄酸化物、窒素酸化物が規制対象と
なっています。大気汚染防止のため排ガスは計測器により、常時モニタリングされ
２４時間体制で運転管理をしています。

　製造工程より排出される排気は、排ガス洗浄装置（スクラバー）で洗浄され、大
気へ排出されます。北上市との公害防止協定により、排出基準が定められており、
１回／年定期的に排ガス測定を実施し、性状に問題ないことを確認しています。ま
た、日常点検及びメンテナンスを行い、設備に異常が発生しないよう適切に運転管
理を行っています。

　燃料をＡ重油から液化天
然ガス（ＬＮＧ）に転換し
たことにより、ＳＯｘの排
出はなくなりました。

水素イオン濃度(ｐＨ)

フッ素含有量

生物化学的酸素要求量
(ＢＯＤ)

浮遊物質量(ＳＳ)

－

mg/l

mg/l

mg/l

5.7～8.7

　8

300

300

6～8

　6

120

10

6.7～7.2

5.7

44

3

主な管理項目 単位 自主基準 2008年度結果

ばい塵(ダスト)

硫黄酸化物(ＳＯｘ)

窒素酸化物(ＮＯｘ)

g/m3N

m3N/h

ppm

0.1

K=17.5(※)

150

0.05

2.42

137

0.01未満

0.05

78

主な管理項目 単位 法規制
(北上市公害防止協定)

自主基準 2008年度結果

塩化水素

塩素

フッ化水素

mg/m3N

mg/m3N

mg/m3N

80
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2.4

主な管理項目 単位 自主基準 2008年度結果

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質
(鉱油類) mg/l 5 0.5 0.5未満

ｼｱﾝ化合物) mg/l 1 0.05 0.05未満

砒素及びその化合物 mg/l 10 0.25 0.08

法規制
(北上市公害防止協定)

※：硫黄酸化物排出量に換算すると約１３m3N/hである

法規制
(北上市公害防止協定)



改善事例改善事例
　【空調機運転状態の最適化による省エネ】　【空調機運転状態の最適化による省エネ】

　待機中の製造設備の超純水流量を、製造プロセスに影響が出ないレベルま
で絞り込み、使用量の抑制を図りました。

　エネルギー多使用施設のひとつである空調機の運転状態を、クリーンルーム
（ＣＲ）のダスト、温湿度基準を考慮しながら最適化を行い、エネルギーの削
減を図りました。
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ＣＲ循環風量の削減ＣＲ循環風量の削減

空調ファン電力コスト削減空調ファン電力コスト削減

ＣＲのダスト規格を考慮し
循環風量を調整

空調のエネルギー削減量

２５０ＫＬ／年（原油換算）
（ＣＯ２削減量：３４６ｔ－ＣＯ２／年）

※　ＷＺ：Ｗｏｒｋｉｎｇ Ｚｏｎｅ
　　 ＵＺ：Ｕｔｉｌｉｔｙ　Ｚｏｎｅ

自動洗浄装置

超純水

排水

超純水削減量；５５,９００ｍ３／年

改善前の流量
24L/min

改善前の流量
24L/min

改善後の流量
2L/min

改善後の流量
2L/min

　超純水使用量の削減　超純水使用量の削減

自動洗浄装置の使用状況に応じ超純
水のブロー量の適正化を図った

循環機
改善箇所

循環機
改善箇所

１２３ＫＬ／年（原油換算）
（ＣＯ２削減量：１７４ｔ－ＣＯ２／年）

適正化

事業活動での環境配慮
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　半導体の工場は、
たくさんのエネル
ギーを使いますの
で、普段の省エネ
活動は環境負荷低
減とコスト削減の
点から重要です。

　【製造装置超純水ブロー量適正化による純水製造動力省エネ】　【製造装置超純水ブロー量適正化による純水製造動力省エネ】

ブロー量
改善箇所

ブロー量
改善箇所



環境配慮施設環境配慮施設
【【排水回収装置排水回収装置】】

　当社の用水年間使用量は一般家庭の約４７万世帯分に相当しています。使用量
を最小限に抑制するため、製造装置や動力設備からの排水を回収処理し、排ガス
洗浄装置の洗浄水や各種設備の冷却水として再利用しています。

工業用水工業用水 一次純水
装 置

一次純水
装 置

超 純 水
装 置

超 純 水
装 置

回 収 水
装 置

回 収 水
装 置

排水処理
設　備

排水処理
設　備

放流（下水道）

・飛散
・蒸発

市水市水 手洗い・飲料水手洗い・飲料水 放流（下水道）放流（下水道）

　環境汚染リスク低減のためにさまざまな対策を行っています。たとえば、薬品
受入れ時の漏洩対策として、受入れ口に防液堤や排水ピット・飛散防止シートを
設置したり、薬液タンクのオーバーフロー防止のため警報機を設置しています。
　また、敷地外への流出防止のため、雨水排水側溝に油膜検知器、ｐＨ計を設置
してモニタリングを行っているほか、最終放流口に非常用水門を設置しています。

<<油膜検知器>> <<ｐＨ計>>

<<薬品受入れ口>>

排水ピット

飛散防止
シート

排水移送ポンプ

高水位警報機

雨水最終放流口
非常用水門

　敷地の外に薬品等を漏洩

させないための施設です。

事業活動での環境配慮
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　排水の約３割

はリサイクルさ

れています。

【その他の環境配慮施設】【その他の環境配慮施設】

防液堤

製造装置
動力設備



技術施策事例技術施策事例

コスト削減、環境負荷低減を目的とした様々な技術施策を展開しております。
代表的な事例をご紹介します。

◆生産ラインの処理能力向上による使用エネルギーの削減
　製造方法の技術的な改善により、工程の統合化や削減が可能です。
　製造工程を削減することにより、電気、水、薬品、ガスなどの使用量も少なくなり
ます。

◆ウエーハエッジカット短縮化によるＧｒｏｓｓ（ウエーハ１枚当りの製品数）向上
　当社は、資源有効活用の観点から、ウエーハ１枚当りから出来る限りの製品が取れ
るよう技術的な施策を行っています。

東芝環境展への出展東芝環境展への出展

　当社は、毎年、東芝本社ビルで開催される東芝環境展に出展し、環境活動の紹介を
行っています。昨年度は、濃厚フッ酸廃液の回収リサイクル化の実施例とその効果を
多くの方々に紹介しました。

<<当社の展示パネル>> <<説明の様子>>

日経エコロジー掲載日経エコロジー掲載

「日経エコロジー」の０９年３月号に、当社の省エネの取組みに関する記事が掲載さ
れました。今後も省エネ活動を精力的に推進していきます。

事業活動での環境配慮
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　多くの外部の

方にＰＲするこ

とができました。

　排水廃熱を回収し、熱源

として活用、また冬季の寒

冷な空気を冷熱源として活

用し冷凍機の省エネを行う

など、当社の省エネ事例が

たくさん紹介されています。



省エネ優秀事例表彰省エネ優秀事例表彰

　当社は、昨年度、省エネ優秀事例発表において、「熱交換器の有効活用による純
水加温負荷低減」の発表を行い、「東北経済産業局長賞」を受賞しました。
　６回目の受賞であり、今年度も引き続き省エネ活動の推進に注力していきます。

事業活動での環境配慮

環境月間行事【ブラックイルミネーション２００９への参画】環境月間行事【ブラックイルミネーション２００９への参画】

　当社は、環境省が参画を呼びかける「チーム・マイナス６％」に加入しており、本
活動の一環として、毎年６月全国一斉に展開される「環境月間」に合わせて「ブラ
ックイルミネーション」を実施しています。２００９年は６月１日から９月３０日
に期間を延長してネオンサインを消灯しました。

点灯（通常時） 消灯（期間中）

　２００９年
度も積極的に
エントリーし
ていきます。

　事務所内では、
普段の省エネ活動
として離席時の消
灯やパソコンモニ
タ電源をOFFして
います。

　『省エネルギーセンター会長賞』　受賞

　　　　　　空調用冷熱源設備の省エネルギー空調用冷熱源設備の省エネルギー1回目

　『資源エネルギー庁長官賞』　受賞

　　　　　　純水製造設備の省エネルギー純水製造設備の省エネルギー2回目

　『東北経済産業局長賞』　受賞

　　　　　　 　　 シックスシグマ手法を用いた省エネルギー活動の展開シックスシグマ手法を用いた省エネルギー活動の展開3回目

　『省エネルギーセンター会長賞』　受賞

　　　冷凍機高効率運転による省エネ4回目

　『東北経済産業局長賞』　受賞

　　　冷凍機更新による省エネ

平成
20年

　『東北経済産業局長賞』　受賞

　　　　　　 熱交換器の有効利用による純水加温負荷低減熱交換器の有効利用による純水加温負荷低減6回目

5回目

　『省エネルギーセンター会長賞』　受賞

　　　　　　空調用冷熱源設備の省エネルギー1回目

　『資源エネルギー庁長官賞』　受賞

　　　　　　純水製造設備の省エネルギー2回目

　『東北経済産業局長賞』　受賞

　　　　　　 　　 シックスシグマ手法を用いた省エネルギー活動の展開3回目

　『省エネルギーセンター会長賞』　受賞

　　　冷凍機高効率運転による省エネ

　『東北経済産業局長賞』　受賞

　　　冷凍機更新による省エネ

2008年

　『東北経済産業局長賞』　受賞

　　　　　　 熱交換器の有効利用による純水加温負荷低減6回目

5回目2007年

2006年

2004年

2000年

1999年

4回目
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環境コミュニケーション行事環境コミュニケーション行事
【【岩手県主催「地域とはじめる環境報告会」岩手県主催「地域とはじめる環境報告会」】】

　岩手県と当社の共催による「地域とはじめる環境報告会」を１１月６日（木）に
開催しました。２００８年は初回の開催から数えて４回目となり、北上市内の行政
区長、行政関係者（岩手県、北上市）等、３４名が参加しました。
　当社の概況を説明した後、排水処理施設やＬＮＧプラントなどの環境関連施設を
見学していただきました。
　意見交換会では、環境に十分配慮した取り組みを行っているといったコメントを
いただき好評でした。また大規模地震発生に関しては、施設の耐震強度や緊急対応
方法についての質問があり、関心の高さをうかがうことができました。
　当社は、今後も本報告会を継続的に開催し、地域の方や行政関係者とのコミュニ
ケーションを図っていきます。

≪会社概況説明≫ ≪排水処理施設見学≫

　当社では毎年、従業員と家族によるボランティア清掃活動を北上市内で実施して
います。２００８年度は北上市役所に集合して市街地を清掃しました。
　このボランティア清掃は１９９３年から毎年行われ、２００８年で１６回目とな
り、参加者は、過去最多の２１６名でした。

地域との共生のために

　地域、行政、
近隣企業の方達
との重要なコミュ
ニケーション行
事と位置付けて
います。

　たくさんの
従業員とその
家族が参加し
ました。

【【労使共催「市内ボランティア清掃活動」労使共催「市内ボランティア清掃活動」】】

２１Environmental Report 2009



岩手東芝エレクトロニクス株式会社
生産企画部　工務・環境担当
〒024-8510　岩手県北上市北工業団地６番６号
TEL.0197-71-3001　Fax.0197-71-3200

2009年環境報告書はインターネットでもご覧いただけます。
URL　http://www.toshiba-iwashiba.co.jp/

2010年環境報告書は、2010年9月に発行予定です。 この印刷物は地球にやさしい植物性大豆インキ・非木材紙を使用しています。
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